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◎ 大麻取締法及び麻薬及び向精神薬取締法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する

条例（条例第 31 号） 

1  大麻取締法及び麻薬及び向精神薬取締法の一部を改正する法律の施行に鑑み、関係条例の規定を整備

することとしました。 

 2  この条例は、大麻取締法及び麻薬及び向精神薬取締法の一部を改正する法律の施行の日（一部公布の

日）から施行することとしました。 

 

◎ 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例（条例第 32 号） 

1  職員が大規模災害に対処するため災害応急作業等に従事した場合の特殊勤務手当の支給に関する規

定等を整備することとしました。  

 2  この条例は、公布の日から施行することとしました。 

 

◎ 知事等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一部を改正する条例（条例第 33 号） 

1  地方自治法施行令の一部改正に伴い、規定を整理することとしました。 

 2  この条例は、公布の日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県過疎地域における県税の特例措置に関する条例の一部を改正する条例（条例第 34 号） 

1  過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法第二十四条の地方税の課税免除又は不均一課税に

伴う措置が適用される場合等を定める省令の一部改正に鑑み、県税の特例措置についての規定を整備す

ることとしました。 

 2  この条例は、公布の日から施行することとしました。 

公布された条例のあらまし 
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◎ 知事等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一部を改正する条例（条例第 33 号） 

1  地方自治法施行令の一部改正に伴い、規定を整理することとしました。 

 2  この条例は、公布の日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県過疎地域における県税の特例措置に関する条例の一部を改正する条例（条例第 34 号） 

1  過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法第二十四条の地方税の課税免除又は不均一課税に

伴う措置が適用される場合等を定める省令の一部改正に鑑み、県税の特例措置についての規定を整備す

ることとしました。 

 2  この条例は、公布の日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県地方活力向上地域における県税の特例措置に関する条例の一部を改正する条例（条例第 35 号） 

1  地域再生法及び地域再生法第十七条の六の地方公共団体等を定める省令の一部改正等に鑑み、県税の

特例措置についての規定を整備することとしました。 

 2  この条例は、公布の日から施行することとしました。 

 

◎ 幼保連携型認定こども園以外の認定こども園の認定要件等に関する条例の一部を改正する条例（条例第

36 号） 

1  就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律第三条第二項及び第四項の

規定に基づき内閣総理大臣及び文部科学大臣が定める施設の設備及び運営に関する基準の一部改正に

鑑み、職員配置の基準についての規定を整備することとしました。 

 2  この条例は、公布の日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県国民健康保険条例の一部を改正する条例（条例第 37 号） 

1  国民健康保険の国庫負担金等の算定に関する政令の一部改正等に鑑み、国民健康保険事業費納付金の

算定に係る規定を整備することとしました。 

 2  この条例は、公布の日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県漁港管理条例の一部を改正する条例（条例第 38 号） 

1  漁港漁場整備法の一部改正に鑑み、土砂採取料等の規定等を整備することとしました。 

 2  この条例は、公布の日から施行することとしました。 

 

◎ 公立学校職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（条例第 39 号） 

1  職員が大規模災害の発生した地方公共団体に派遣され、災害応急対策に係る連絡調整の作業等に従事

した場合の特殊勤務手当の支給に関する規定を整備することとしました。 

 2  この条例は、公布の日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県病院事業条例等の一部を改正する条例（条例第 40 号） 

1  地方自治法の一部改正等に伴い、関係条例の規定を整理することとしました。 

 2  この条例は、公布の日から施行することとしました。 

 

 

 

条 例 
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 大 麻 取 締 法 及 び 麻 薬 及 び 向 精 神 薬 取 締 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 施 行 に

伴 う 関 係 条 例 の 整 備 に 関 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。  

  令 和 六 年 六 月 二 十 八 日  

三 重 県 知 事   一  見  勝  之    

三 重 県 条 例 第 三 十 一 号  

   大 麻 取 締 法 及 び 麻 薬 及 び 向 精 神 薬 取 締 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 施 行 に 伴 う 関 係 条

例 の 整 備 に 関 す る 条 例  

 （ 三 重 県 青 少 年 健 全 育 成 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 一 条  三 重 県 青 少 年 健 全 育 成 条 例 （ 昭 和 四 十 六 年 三 重 県 条 例 第 六 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。  

  次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 非 行 を 助 長 す る 行 為 等 の 禁 止 ）  （ 非 行 を 助 長 す る 行 為 等 の 禁 止 ）  

第 二 十 四 条 の 二  何 人 も 、 青 少 年 を 構 成 員 の

全 部 又 は 一 部 と し て 次 に 掲 げ る 行 為 （ 以 下

こ の 条 に お い て 「 著 し い 非 行 」 と い う 。 ）

を 行 う 集 団 を 結 成 す る こ と 又 は 既 に 結 成

さ れ て い る 著 し い 非 行 を 行 う 集 団 を 維 持

す る こ と を 指 導 し 、 又 は 援 助 し て は な ら な

い 。  

第 二 十 四 条 の 二  何 人 も 、 青 少 年 を 構 成 員 の

全 部 又 は 一 部 と し て 次 に 掲 げ る 行 為 （ 以 下

こ の 条 に お い て 「 著 し い 非 行 」 と い う 。 ）

を 行 う 集 団 を 結 成 す る こ と 又 は 既 に 結 成

さ れ て い る 著 し い 非 行 を 行 う 集 団 を 維 持

す る こ と を 指 導 し 、 又 は 援 助 し て は な ら な

い 。  

一  （ 略 ）  一  （ 略 ）  

 二  大 麻 取 締 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 二

十 四 号 ） 第 一 条 に 規 定 す る 大 麻 を 譲 り 渡

し 、 譲 り 受 け 、 又 は 所 持 す る 行 為  

二  （ 略 ）  三  （ 略 ）  

三  麻 薬 及 び 向 精 神 薬 取 締 法 （ 昭 和 二 十 八

年 法 律 第 十 四 号 ） 第 二 条 第 一 項 第 一 号 に

規 定 す る 麻 薬 （ 同 条 第 二 項 の 規 定 に よ り

麻 薬 と み な さ れ る も の を 含 む 。 ） 又 は 同

条 第 一 項 第 六 号 に 規 定 す る 向 精 神 薬 を

譲 り 渡 し 、 譲 り 受 け 、 施 用 し 、 又 は 所 持

す る 行 為  

四  麻 薬 及 び 向 精 神 薬 取 締 法 （ 昭 和 二 十 八

年 法 律 第 十 四 号 ） 第 二 条 第 一 号 に 規 定 す

る 麻 薬 又 は 同 条 第 六 号 に 規 定 す る 向 精

神 薬 を 譲 り 渡 し 、 譲 り 受 け 、 施 用 し 、 又

は 所 持 す る 行 為  

四 ～ 六  （ 略 ）  五 ～ 七  （ 略 ）  

２ ～ ５  （ 略 ）  ２ ～ ５  （ 略 ）  

 （ 三 重 県 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 二 条  三 重 県 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 三 重 県 条 例 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。  
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改   正   後  改   正   前  
別 表 第 一 （ 第 二 条 関 係 ）  別 表 第 一 （ 第 二 条 関 係 ）  

 

項  
手 数 料 を 徴

収 す る 事 務  

手 数 料 の

名 称  

手 数 料 の

金 額  

  

項  

手 数 料 を 徴

収 す る 事 務  

手 数 料 の

名 称  

手 数 料 の

金 額  

 

 一 ～

八 十

四  

（ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）    一 ～

八 十

四  

（ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）   

 八 十

五  

大 麻 草 の 栽

培 の 規 制 に

関 す る 法 律

（ 昭 和 二 十

三 年 法 律 第

百 二 十 四 号 ）

第 五 条 第 一

項 の 規 定 に

基 づ く 大 麻

草 採 取 栽 培

者 免 許 の 申

請 に 対 す る

審 査  

大 麻 草 採

取 栽 培 者

免 許 申 請

手 数 料  

六 千 七 百

円  

  八 十

五  

大 麻 取 締 法

（ 昭 和 二 十

三 年 法 律 第

百 二 十 四 号 ）

第 五 条 第 一

項 の 規 定 に

基 づ く 大 麻

取 扱 者 免 許

の 申 請 に 対

す る 審 査  

大 麻 取 扱

者 免 許 申

請 手 数 料  

六 千 七 百

円  

 

 八 十

六  

大 麻 草 の 栽

培 の 規 制 に

関 す る 法 律

第 六 条 第 三

項 の 規 定 に

基 づ く 大 麻

草 採 取 栽 培

者 名 簿 の 登

録 事 項 の 変

更  

大 麻 草 採

取 栽 培 者

登 録 変 更

手 数 料  

三 千 二 百

円  

  八 十

六  

大 麻 取 締 法

第 十 条 第 五

項 の 規 定 に

基 づ く 大 麻

取 扱 者 名 簿

の 登 録 事 項

の 変 更  

大 麻 取 扱

者 登 録 変

更 手 数 料  
三 千 二 百

円  

 

    

 八 十

七  

大 麻 草 の 栽

培 の 規 制 に

関 す る 法 律

第 七 条 第 三

項 の 規 定 に

基 づ く 大 麻

草 採 取 栽 培

者 免 許 証 の

再 交 付  

大 麻 草 採

取 栽 培 者

免 許 証 再

交 付 手 数

料  

三 千 二 百

円  

  八 十

七  

大 麻 取 締 法

第 十 条 第 六

項 の 規 定 に

基 づ く 大 麻

取 扱 者 免 許

証 の 再 交 付  

大 麻 取 扱

者 免 許 証

再 交 付 手

数 料  

三 千 二 百

円  
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             八 十

八 ～

三 百

六 十

四  

（ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）    八 十

八 ～

三 百

六 十

四  

（ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）   

 備 考  （ 略 ）    備 考  （ 略 ）   

  

 （ 三 重 県 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 三 条  三 重 県 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 七 年 三 重 県 条 例 第 五 十 五 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 定 義 ）  （ 定 義 ）  

第 二 条  こ の 条 例 に お い て 「 薬 物 」 と は 、 次

に 掲 げ る 物 を い う 。  

第 二 条  こ の 条 例 に お い て 「 薬 物 」 と は 、 次

に 掲 げ る 物 を い う 。  

 一  大 麻 取 締 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 二

十 四 号 ） 第 一 条 に 規 定 す る 大 麻  

一  （ 略 ）  二  （ 略 ）  

二  麻 薬 及 び 向 精 神 薬 取 締 法 （ 昭 和 二 十 八

年 法 律 第 十 四 号 ） 第 二 条 第 一 項 第 一 号 に

規 定 す る 麻 薬 （ 同 条 第 二 項 の 規 定 に よ り

麻 薬 と み な さ れ る も の を 含 む 。 ） 、 同 条

第 一 項 第 四 号 に 規 定 す る 麻 薬 原 料 植 物

及 び 同 項 第 六 号 に 規 定 す る 向 精 神 薬  

三  麻 薬 及 び 向 精 神 薬 取 締 法 （ 昭 和 二 十 八

年 法 律 第 十 四 号 ） 第 二 条 第 一 号 に 規 定 す

る 麻 薬 、 同 条 第 四 号 に 規 定 す る 麻 薬 原 料

植 物 及 び 同 条 第 六 号 に 規 定 す る 向 精 神

薬  

三 ～ 六  （ 略 ）  四 ～ 七  （ 略 ）  

 （ 三 重 県 食 品 衛 生 法 施 行 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 四 条  三 重 県 食 品 衛 生 法 施 行 条 例 （ 令 和 二 年 三 重 県 条 例 第 五 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。  

  次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ ふ ぐ を 処 理 す る 営 業 施 設 の 届 出 ）  （ ふ ぐ を 処 理 す る 営 業 施 設 の 届 出 ）  

第 六 条  令 第 三 十 五 条 第 一 号 の 飲 食 店 営 業 、

同 条 第 四 号 の 魚 介 類 販 売 業 、 同 条 第 十 六 号

の 水 産 製 品 製 造 業 、 同 条 第 二 十 六 号 の 複 合

型 そ う ざ い 製 造 業 又 は 同 条 第 二 十 八 号 の

複 合 型 冷 凍 食 品 製 造 業 を 営 も う と す る 者

又 は 現 に 営 む 者 の う ち 、 ふ ぐ を 処 理 し よ う

第 六 条  令 第 三 十 五 条 第 一 号 の 飲 食 店 営 業 、

同 条 第 四 号 の 魚 介 類 販 売 業 、 同 条 第 十 六 号

の 水 産 製 品 製 造 業 、 同 条 第 二 十 六 号 の 複 合

型 そ う ざ い 製 造 業 又 は 同 条 第 二 十 八 号 の

複 合 型 冷 凍 製 品 製 造 業 を 営 も う と す る 者

又 は 現 に 営 む 者 の う ち 、 ふ ぐ を 処 理 し よ う
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と す る も の は 、 法 第 五 十 四 条 に 規 定 す る 営

業 施 設 ご と に 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ

り 、 知 事 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  

と す る も の は 、 法 第 五 十 四 条 に 規 定 す る 営

業 施 設 ご と に 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ

り 、 知 事 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  

２  （ 略 ）  ２  （ 略 ）  

（ ふ ぐ 処 理 者 と し て 認 め る 者 ）  （ ふ ぐ 処 理 者 と し て 認 め る 者 ）  

第 七 条  （ 略 ）  第 七 条  （ 略 ）  

２  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 項 第 二 号 に

掲 げ る 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す

る と き は 、 知 事 は 、 ふ ぐ 処 理 者 と し て 認 め

な い こ と が で き る 。  

２  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 項 第 二 号 に

掲 げ る 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す

る と き は 、 知 事 は 、 ふ ぐ 処 理 者 と し て 認 め

な い こ と が で き る 。  

一  （ 略 ）  一  （ 略 ）  

二  麻 薬 、 あ へ ん 又 は 覚 醒 剤 の 中 毒 者  二  麻 薬 、 あ へ ん 、 大 麻 又 は 覚 醒 剤 の 中 毒

者  

三  （ 略 ）  三  （ 略 ）  

３  （ 略 ）  ３  （ 略 ）  

（ 欠 格 事 由 ）  （ 欠 格 事 由 ）  

第 九 条  知 事 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当

す る 者 に 対 し て は 、 ふ ぐ 処 理 者 免 許 を 与 え

な い こ と が で き る 。  

第 九 条  知 事 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当

す る 者 に 対 し て は 、 ふ ぐ 処 理 者 免 許 を 与 え

な い こ と が で き る 。  

一  （ 略 ）  一  （ 略 ）  

二  麻 薬 、 あ へ ん 又 は 覚 醒 剤 の 中 毒 者  二  麻 薬 、 あ へ ん 、 大 麻 又 は 覚 醒 剤 の 中 毒

者  

（ 免 許 の 取 消 し ）  （ 免 許 の 取 消 し ）  

第 十 条  知 事 は 、 ふ ぐ 処 理 者 免 許 を 受 け た 者

が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、

そ の 免 許 を 取 り 消 す こ と が で き る 。  

第 十 条  知 事 は 、 ふ ぐ 処 理 者 免 許 を 受 け た 者

が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、

そ の 免 許 を 取 り 消 す こ と が で き る 。  

一 ・ 二  （ 略 ）  一 ・ 二  （ 略 ）  

三  麻 薬 、 あ へ ん 又 は 覚 醒 剤 の 中 毒 者  三  麻 薬 、 あ へ ん 、 大 麻 又 は 覚 醒 剤 の 中 毒

者  

四  （ 略 ）  四  （ 略 ）  

   附  則  

こ の 条 例 は 、 大 麻 取 締 法 及 び 麻 薬 及 び 向 精 神 薬 取 締 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 令 和 五 年

法 律 第 八 十 四 号 ） の 施 行 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 四 条 中 三 重 県 食 品 衛 生 法 施 行 条 例

第 六 条 第 一 項 の 改 正 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  
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 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し

ま す 。  

  令 和 六 年 六 月 二 十 八 日  

三 重 県 知 事   一  見  勝  之    

三 重 県 条 例 第 三 十 二 号  

職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 三 重 県 条 例 第 二 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 特 殊 勤 務 手 当 の 種 類 ）  （ 特 殊 勤 務 手 当 の 種 類 ）  

第 二 条  特 殊 勤 務 手 当 の 種 類 は 、 次 の と お

り と す る 。  
第 二 条  特 殊 勤 務 手 当 の 種 類 は 、 次 の と お

り と す る 。  

一 ～ 二 十 七  （ 略 ）  一 ～ 二 十 七  （ 略 ）  

二 十 八  災 害 応 急 作 業 等 手 当   

（ 変 則 勤 務 手 当 ）  （ 変 則 勤 務 手 当 ）  

第 二 十 五 条  変 則 勤 務 手 当 は 、 職 員 が 正 規

の 勤 務 時 間 に よ る 勤 務 の 一 部 又 は 全 部 が

深 夜 に お い て 行 わ れ る 業 務 の う ち 人 事 委

員 会 規 則 で 定 め る も の に 従 事 し た と き に

支 給 す る 。  

第 二 十 五 条  変 則 勤 務 手 当 は 、 職 員 が 正 規

の 勤 務 時 間 に よ る 勤 務 の 一 部 又 は 全 部 が

深 夜 に お い て 行 わ れ る 業 務 に 従 事 し た と

き （ 第 八 条 に 規 定 す る 業 務 に 従 事 し た と

き を 除 く 。 ） に 支 給 す る 。  

２  （ 略 ）  ２  （ 略 ）  

第 三 十 六 条  （ 略 ）  第 三 十 六 条  （ 略 ）  

（ 災 害 応 急 作 業 等 手 当 ）   

第 三 十 七 条  災 害 応 急 作 業 等 手 当 は 、 職 員

が 次 の 各 号 に 掲 げ る 業 務 （ 大 規 模 な 災 害

と し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 災 害 に 係

る も の に 限 る 。 ） に 従 事 し た と き に 支 給

す る 。  

 

一  異 常 な 自 然 現 象 に よ り 重 大 な 災 害 が

発 生 し 、 又 は 発 生 す る お そ れ が あ る 現

場 に お い て 行 う 災 害 応 急 作 業 又 は 災 害

応 急 作 業 の た め の 災 害 状 況 の 調 査  

 

二  異 常 な 自 然 現 象 若 し く は 大 規 模 な 事

故 に よ り 重 大 な 災 害 が 発 生 し た 箇 所 又

は そ の 周 辺 に お い て 行 う 災 害 警 備 、 遭

難 救 助 又 は 通 信 施 設 の 臨 時 設 置 、 運 用

若 し く は 保 守 の 業 務  
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三  異 常 な 自 然 現 象 に よ り 重 大 な 災 害 が

発 生 し 、 又 は 発 生 す る お そ れ が あ る 場

合 に お い て 、 災 害 対 策 基 本 法 第 二 十 三

条 第 一 項 又 は 第 二 十 三 条 の 二 第 一 項 の

規 定 に 基 づ き 災 害 対 策 本 部 が 設 置 さ れ

た 地 方 公 共 団 体 の 区 域 に 派 遣 さ れ て 行

う 関 係 行 政 機 関 等 と の 災 害 応 急 対 策 に

係 る 連 絡 調 整 の 業 務  

 
四  前 三 号 に 掲 げ る 業 務 に 相 当 す る も の

と し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る も の  

 

２  前 項 の 手 当 の 額 は 、 日 額 二 千 百 六 十 円

を 超 え な い 範 囲 内 に お い て 人 事 委 員 会 規

則 で 定 め る 。  

 

第 三 十 八 条  （ 略 ）  第 三 十 七 条  （ 略 ）  

   附  則     附  則  

１ ～ ７  （ 略 ）  １ ～ ７  （ 略 ）  

 （ 試 験 防 疫 業 務 手 当 の 特 例 ）  

 ８  人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 期 間 に お い

て 、 職 員 が 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症

（ 病 原 体 が ベ ー タ コ ロ ナ ウ イ ル ス 属 の コ

ロ ナ ウ イ ル ス （ 令 和 二 年 一 月 に 、 中 華 人

民 共 和 国 か ら 世 界 保 健 機 関 に 対 し て 、 人

に 伝 染 す る 能 力 を 有 す る こ と が 新 た に 報

告 さ れ た も の に 限 る 。 ） で あ る も の に 限

る 。 ） に 対 処 す る た め 、 人 事 委 員 会 規 則

で 定 め る 業 務 に 従 事 し た と き は 、 試 験 防

疫 業 務 手 当 を 支 給 す る 。  

 ９  前 項 の 手 当 の 額 は 、 日 額 四 千 円 を 超 え

な い 範 囲 内 に お い て 人 事 委 員 会 規 則 で 定

め る 。  

８  （ 略 ）  1
0  （ 略 ）  

   附  則  

１  こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 し 、 改 正 後 の 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 （ 次 項

に お い て 「 新 条 例 」 と い う 。 ） 第 三 十 七 条 の 規 定 は 、 令 和 六 年 一 月 一 日 か ら 適 用 す る 。  

２  職 員 が 改 正 前 の 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 規 定 に 基 づ い て 、 令 和 六 年 一 月 一

日 以 後 の 分 と し て 支 給 を 受 け た 手 当 は 、 新 条 例 の 規 定 に よ る 手 当 の 内 払 と み な す 。  
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 知 事 等 の 損 害 賠 償 責 任 の 一 部 免 責 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を

こ こ に 公 布 し ま す 。  

  令 和 六 年 六 月 二 十 八 日  

三 重 県 知 事   一  見  勝  之    

三 重 県 条 例 第 三 十 三 号  

知 事 等 の 損 害 賠 償 責 任 の 一 部 免 責 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

知 事 等 の 損 害 賠 償 責 任 の 一 部 免 責 に 関 す る 条 例 （ 令 和 二 年 三 重 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。  

  次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 損 害 賠 償 責 任 の 一 部 免 責 ）  （ 損 害 賠 償 責 任 の 一 部 免 責 ）  

第 二 条  県 は 、 知 事 等 の 県 に 対 す る 損 害 を 賠

償 す る 責 任 を 、 知 事 等 が 職 務 を 行 う に つ き

善 意 で か つ 重 大 な 過 失 が な い と き は 、 知 事

等 が 賠 償 の 責 任 を 負 う 額 か ら 、 次 の 各 号 に

掲 げ る 知 事 等 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定

め る 額 を 控 除 し て 得 た 額 に つ い て 免 れ さ

せ る も の と す る 。  

第 二 条  県 は 、 知 事 等 の 県 に 対 す る 損 害 を 賠

償 す る 責 任 を 、 知 事 等 が 職 務 を 行 う に つ き

善 意 で か つ 重 大 な 過 失 が な い と き は 、 知 事

等 が 賠 償 の 責 任 を 負 う 額 か ら 、 次 の 各 号 に

掲 げ る 知 事 等 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定

め る 額 を 控 除 し て 得 た 額 に つ い て 免 れ さ

せ る も の と す る 。  

一  地 方 警 務 官 （ 警 察 法 （ 昭 和 二 十 九 年 法

律 第 百 六 十 二 号 ） 第 五 十 六 条 第 一 項 に 規

定 す る 地 方 警 務 官 を い う 。 以 下 こ の 号 及

び 次 号 に お い て 同 じ 。 ） 以 外 の 知 事 等  

 地 方 自 治 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 二 年 政 令 第

十 六 号 。 次 号 に お い て 「 令 」 と い う 。 ）

第 百 七 十 三 条 の 四 第 一 項 第 一 号 に 規 定

す る 普 通 地 方 公 共 団 体 の 長 等 の 基 準 給

与 年 額 に 、 次 に 掲 げ る 地 方 警 務 官 以 外 の

知 事 等 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 次 に 定 め

る 数 を 乗 じ て 得 た 額  

一  地 方 警 務 官 （ 警 察 法 （ 昭 和 二 十 九 年 法

律 第 百 六 十 二 号 ） 第 五 十 六 条 第 一 項 に 規

定 す る 地 方 警 務 官 を い う 。 以 下 こ の 号 及

び 次 号 に お い て 同 じ 。 ） 以 外 の 知 事 等  

 地 方 自 治 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 二 年 政 令 第

十 六 号 。 次 号 に お い て 「 令 」 と い う 。 ）

第 百 七 十 三 条 第 一 項 第 一 号 に 規 定 す る

普 通 地 方 公 共 団 体 の 長 等 の 基 準 給 与 年

額 に 、 次 に 掲 げ る 地 方 警 務 官 以 外 の 知 事

等 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 次 に 定 め る 数

を 乗 じ て 得 た 額  

イ ～ ニ  （ 略 ）  イ ～ ニ  （ 略 ）  

二  地 方 警 務 官  令 第 百 七 十 三 条 の 四 第

一 項 第 二 号 に 規 定 す る 地 方 警 務 官 の 基

準 給 与 年 額 に 、 次 に 掲 げ る 地 方 警 務 官 の

区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 次 に 定 め る 数 を 乗

じ て 得 た 額  

二  地 方 警 務 官  令 第 百 七 十 三 条 第 一 項

第 二 号 に 規 定 す る 地 方 警 務 官 の 基 準 給

与 年 額 に 、 次 に 掲 げ る 地 方 警 務 官 の 区 分

に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 次 に 定 め る 数 を 乗 じ て

得 た 額  

イ ・ ロ  （ 略 ）  イ ・ ロ  （ 略 ）  

   附  則  

 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  
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 三 重 県 過 疎 地 域 に お け る 県 税 の 特 例 措 置 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る

条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。  

  令 和 六 年 六 月 二 十 八 日  

三 重 県 知 事   一  見  勝  之    

三 重 県 条 例 第 三 十 四 号  

   三 重 県 過 疎 地 域 に お け る 県 税 の 特 例 措 置 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 

 三 重 県 過 疎 地 域 に お け る 県 税 の 特 例 措 置 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 年 三 重 県 条 例 第 二 十 七 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 課 税 免 除 ）  （ 課 税 免 除 ）  

第 二 条  知 事 は 、 法 第 八 条 第 一 項 に 規 定 す る

市 町 村 計 画 に 記 載 さ れ た 同 条 第 四 項 第 一

号 に 規 定 す る 産 業 振 興 促 進 区 域 内 に お い

て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 税 目 の 区 分 に 応 じ 、

当 該 各 号 に 定 め る 県 税 の 課 税 を 免 除 す る

こ と が で き る 。  

第 二 条  知 事 は 、 法 第 八 条 第 一 項 に 規 定 す る

市 町 村 計 画 に 記 載 さ れ た 同 条 第 四 項 第 一

号 に 規 定 す る 産 業 振 興 促 進 区 域 内 に お い

て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 税 目 の 区 分 に 応 じ 、

当 該 各 号 に 定 め る 県 税 の 課 税 を 免 除 す る

こ と が で き る 。  

一  事 業 税  次 の イ 又 は ロ に 掲 げ る 事 業

税  

一  事 業 税  次 の イ 又 は ロ に 掲 げ る 事 業

税  

イ  法 第 二 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 公 示

の 日 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 公 示 日 」

と い う 。 ） か ら 令 和 九 年 三 月 三 十 一 日

ま で の 間 に 、 同 条 第 一 項 に 規 定 す る 過

疎 地 域 の 区 域 （ 令 和 三 年 三 月 三 十 一 日

に お い て 旧 過 疎 地 域 自 立 促 進 特 別 措

置 法 （ 平 成 十 二 年 法 律 第 十 五 号 ） 第 三

十 三 条 第 一 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け て

い た 市 町 の 区 域 で あ っ て 法 第 四 十 二

条 の 規 定 に よ り 過 疎 地 域 と み な さ れ

る 区 域 に あ っ て は 同 条 の 規 定 を 適 用

し な い と し た な ら ば 法 第 三 条 第 一 項

若 し く は 第 二 項 （ こ れ ら の 規 定 を 法 第

四 十 三 条 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適

用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 又 は 第 四 十 一 条

第 二 項 の 規 定 に よ り 過 疎 地 域 と み な

さ れ る こ と と な る 区 域 に 限 る 。 ロ に お

い て 同 じ 。 ） 又 は 法 附 則 第 五 条 に 規 定

イ  法 第 二 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 公 示

の 日 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 公 示 日 」

と い う 。 ） か ら 令 和 六 年 三 月 三 十 一 日

ま で の 間 に 、 同 条 第 一 項 に 規 定 す る 過

疎 地 域 の 区 域 （ 令 和 三 年 三 月 三 十 一 日

に お い て 旧 過 疎 地 域 自 立 促 進 特 別 措

置 法 （ 平 成 十 二 年 法 律 第 十 五 号 ） 第 三

十 三 条 第 一 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け て

い た 市 町 の 区 域 で あ っ て 法 第 四 十 二

条 の 規 定 に よ り 過 疎 地 域 と み な さ れ

る 区 域 に あ っ て は 同 条 の 規 定 を 適 用

し な い と し た な ら ば 法 第 三 条 第 一 項

若 し く は 第 二 項 （ こ れ ら の 規 定 を 法 第

四 十 三 条 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適

用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 又 は 第 四 十 一 条

第 二 項 の 規 定 に よ り 過 疎 地 域 と み な

さ れ る こ と と な る 区 域 に 限 る 。 ロ に お

い て 同 じ 。 ） 又 は 法 附 則 第 五 条 に 規 定

令和6年6月28日 三　重　県　公　報 号　　外
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す る 特 定 市 町 村 の 区 域 （ 法 附 則 第 六 条

第 一 項 、 第 七 条 第 一 項 又 は 第 八 条 第 一

項 の 規 定 に よ り 特 定 市 町 村 の 区 域 と

み な さ れ る 区 域 を 含 む 。 ロ に お い て 同

じ 。 ） の う ち 法 第 八 条 第 一 項 に 規 定 す

る 市 町 村 計 画 に 記 載 さ れ た 同 条 第 四

項 第 一 号 に 規 定 す る 産 業 振 興 促 進 区

域 内 に お い て 、 当 該 市 町 村 計 画 に お い

て 振 興 す べ き 業 種 と し て 定 め ら れ た

租 税 特 別 措 置 法 （ 昭 和 三 十 二 年 法 律 第

二 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 四 項 の 表 の 第 一

号 の 中 欄 又 は 第 四 十 五 条 第 三 項 の 表

の 第 一 号 の 中 欄 に 掲 げ る 事 業 の 用 に

供 す る 設 備 で 同 法 第 十 二 条 第 四 項 の

表 の 第 一 号 の 下 欄 又 は 第 四 十 五 条 第

三 項 の 表 の 第 一 号 の 下 欄 の 規 定 の 適

用 を 受 け る も の で あ っ て 、 取 得 価 額 の

合 計 額 が 次 に 掲 げ る 事 業 の 区 分 に 応

じ そ れ ぞ れ 次 に 定 め る 額 以 上 の も の

（ 第 二 号 及 び 第 三 号 に お い て 「 特 別 償

却 設 備 」 と い う 。 ） の 取 得 等 （ 租 税 特

別 措 置 法 施 行 令 （ 昭 和 三 十 二 年 政 令 第

四 十 三 号 ） 第 二 十 八 条 の 九 第 十 項 第 一

号 に 規 定 す る 資 本 金 の 額 等 （ (
1
)

に お い

て 「 資 本 金 の 額 等 」 と い う 。 ） が 五 千

万 円 超 で あ る 法 人 が 行 う も の に あ っ

て は 新 設 又 は 増 設 に 限 る 。 ） を し た 者

（ 第 二 号 及 び 第 三 号 に お い て 「 特 別 償

却 設 備 設 置 者 」 と い う 。 ） に つ い て 、

当 該 設 備 を 事 業 の 用 に 供 し た 日 の 属

す る 年 又 は 事 業 年 度 以 後 三 年 内 の 各

年 又 は 各 事 業 年 度 の 所 得 金 額 又 は 収

入 金 額 （ 事 業 税 の 課 税 標 準 額 と な る も

の を い う 。 ） の う ち 当 該 設 備 に 係 る も

の と し て 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り

計 算 し た 額 に 対 し て 課 す る 事 業 税  

す る 特 定 市 町 村 の 区 域 （ 法 附 則 第 六 条

第 一 項 、 第 七 条 第 一 項 又 は 第 八 条 第 一

項 の 規 定 に よ り 特 定 市 町 村 の 区 域 と

み な さ れ る 区 域 を 含 む 。 ロ に お い て 同

じ 。 ） の う ち 法 第 八 条 第 一 項 に 規 定 す

る 市 町 村 計 画 に 記 載 さ れ た 同 条 第 四

項 第 一 号 に 規 定 す る 産 業 振 興 促 進 区

域 内 に お い て 、 当 該 市 町 村 計 画 に お い

て 振 興 す べ き 業 種 と し て 定 め ら れ た

租 税 特 別 措 置 法 （ 昭 和 三 十 二 年 法 律 第

二 十 六 号 ） 第 十 二 条 第 四 項 の 表 の 第 一

号 の 中 欄 又 は 第 四 十 五 条 第 三 項 の 表

の 第 一 号 の 中 欄 に 掲 げ る 事 業 の 用 に

供 す る 設 備 で 同 法 第 十 二 条 第 四 項 の

表 の 第 一 号 の 下 欄 又 は 第 四 十 五 条 第

三 項 の 表 の 第 一 号 の 下 欄 の 規 定 の 適

用 を 受 け る も の で あ っ て 、 取 得 価 額 の

合 計 額 が 次 に 掲 げ る 事 業 の 区 分 に 応

じ そ れ ぞ れ 次 に 定 め る 額 以 上 の も の

（ 第 二 号 及 び 第 三 号 に お い て 「 特 別 償

却 設 備 」 と い う 。 ） の 取 得 等 （ 租 税 特

別 措 置 法 施 行 令 （ 昭 和 三 十 二 年 政 令 第

四 十 三 号 ） 第 二 十 八 条 の 九 第 十 項 第 一

号 に 規 定 す る 資 本 金 の 額 等 （ (
1
)

に お い

て 「 資 本 金 の 額 等 」 と い う 。 ） が 五 千

万 円 超 で あ る 法 人 が 行 う も の に あ っ

て は 新 設 又 は 増 設 に 限 る 。 ） を し た 者

（ 第 二 号 及 び 第 三 号 に お い て 「 特 別 償

却 設 備 設 置 者 」 と い う 。 ） に つ い て 、

当 該 設 備 を 事 業 の 用 に 供 し た 日 の 属

す る 年 又 は 事 業 年 度 以 後 三 年 内 の 各

年 又 は 各 事 業 年 度 の 所 得 金 額 又 は 収

入 金 額 （ 事 業 税 の 課 税 標 準 額 と な る も

の を い う 。 ） の う ち 当 該 設 備 に 係 る も

の と し て 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り

計 算 し た 額 に 対 し て 課 す る 事 業 税  

(
1
)

・ (
2
)

 （ 略 ）  (
1
)

・ (
2
)

 （ 略 ）  

ロ  （ 略 ）  ロ  （ 略 ）  

二 ・ 三  （ 略 ）  二 ・ 三  （ 略 ）  

附  則  

令和6年6月28日 三　重　県　公　報 号　　外
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 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 し 、 こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の 三 重 県 過 疎 地 域 に お け る 県

税 の 特 例 措 置 に 関 す る 条 例 の 規 定 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 以 後 に 取 得 等 さ れ た 設 備 に つ い て

適 用 す る 。  

令和6年6月28日 三　重　県　公　報 号　　外
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 三 重 県 地 方 活 力 向 上 地 域 に お け る 県 税 の 特 例 措 置 に 関 す る 条 例 の 一 部 を

改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。  

  令 和 六 年 六 月 二 十 八 日  

三 重 県 知 事   一  見  勝  之    

三 重 県 条 例 第 三 十 五 号  

   三 重 県 地 方 活 力 向 上 地 域 に お け る 県 税 の 特 例 措 置 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す

る 条 例  

    

 三 重 県 地 方 活 力 向 上 地 域 に お け る 県 税 の 特 例 措 置 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 七 年 三 重 県 条

例 第 六 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 趣 旨 ）  （ 趣 旨 ）  

第 一 条  こ の 条 例 は 、 地 域 再 生 法 （ 平 成 十 七

年 法 律 第 二 十 四 号 。 以 下 こ の 条 及 び 次 条 に

お い て 「 法 」 と い う 。 ） 第 五 条 第 四 項 第 五

号 イ に 規 定 す る 地 方 活 力 向 上 地 域 （ 以 下 こ

の 条 及 び 次 条 に お い て 「 地 方 活 力 向 上 地

域 」 と い う 。 ） の 地 域 再 生 （ 法 第 一 条 に 規

定 す る 地 域 再 生 を い う 。 ） を 総 合 的 か つ 効

果 的 に 推 進 す る た め 、 法 第 七 条 第 一 項 に 規

定 す る 認 定 地 域 再 生 計 画 に 記 載 さ れ て い

る 地 方 活 力 向 上 地 域 内 に お い て 法 第 十 七

条 の 二 第 一 項 第 一 号 に 規 定 す る 事 業 を 実

施 す る た め の 認 定 地 方 活 力 向 上 地 域 等 特

定 業 務 施 設 整 備 計 画 （ 法 第 十 七 条 の 二 第 四

項 に 規 定 す る 認 定 地 方 活 力 向 上 地 域 等 特

定 業 務 施 設 整 備 計 画 を い う 。 ） に 従 っ て 特

定 業 務 施 設 （ 法 第 五 条 第 四 項 第 五 号 に 規 定

す る 特 定 業 務 施 設 を い う 。 次 条 に お い て 同

じ 。 ） を 新 設 し 、 又 は 増 設 し た 認 定 事 業 者

（ 法 第 十 七 条 の 二 第 四 項 に 規 定 す る 認 定

事 業 者 を い う 。 次 条 に お い て 同 じ 。 ） に つ

い て 、 県 税 の 特 例 を 定 め る も の と す る 。  

第 一 条  こ の 条 例 は 、 地 域 再 生 法 （ 平 成 十 七

年 法 律 第 二 十 四 号 。 以 下 こ の 条 及 び 次 条 に

お い て 「 法 」 と い う 。 ） 第 五 条 第 四 項 第 五

号 イ に 規 定 す る 地 方 活 力 向 上 地 域 （ 以 下 こ

の 条 及 び 次 条 に お い て 「 地 方 活 力 向 上 地

域 」 と い う 。 ） の 地 域 再 生 （ 法 第 一 条 に 規

定 す る 地 域 再 生 を い う 。 ） を 総 合 的 か つ 効

果 的 に 推 進 す る た め 、 法 第 七 条 第 一 項 に 規

定 す る 認 定 地 域 再 生 計 画 に 記 載 さ れ て い

る 地 方 活 力 向 上 地 域 内 に お い て 法 第 十 七

条 の 二 第 一 項 第 一 号 に 規 定 す る 事 業 を 実

施 す る た め の 認 定 地 方 活 力 向 上 地 域 等 特

定 業 務 施 設 整 備 計 画 （ 法 第 十 七 条 の 二 第 四

項 に 規 定 す る 認 定 地 方 活 力 向 上 地 域 等 特

定 業 務 施 設 整 備 計 画 を い う 。 ） に 従 っ て 特

定 業 務 施 設 （ 法 第 五 条 第 四 項 第 五 号 イ に 規

定 す る 特 定 業 務 施 設 を い う 。 次 条 に お い て

同 じ 。 ） を 新 設 し 、 又 は 増 設 し た 認 定 事 業

者 （ 法 第 十 七 条 の 二 第 四 項 に 規 定 す る 認 定

事 業 者 を い う 。 次 条 に お い て 同 じ 。 ） に つ

い て 、 県 税 の 特 例 を 定 め る も の と す る 。  

（ 課 税 免 除 又 は 不 均 一 課 税 ）  （ 課 税 免 除 又 は 不 均 一 課 税 ）  

第 二 条  知 事 は 、 地 方 活 力 向 上 地 域 内 に お い

て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 税 目 の 区 分 に 応 じ 、

県 税 の 課 税 を 免 除 し 、 又 は 当 該 各 号 に 定 め

第 二 条  知 事 は 、 地 方 活 力 向 上 地 域 内 に お い

て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 税 目 の 区 分 に 応 じ 、

県 税 の 課 税 を 免 除 し 、 又 は 当 該 各 号 に 定 め
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る 税 率 に よ っ て 課 税 す る こ と が で き る 。  る 税 率 に よ っ て 課 税 す る こ と が で き る 。  
一  事 業 税  法 第 五 条 第 一 項 の 地 域 再 生

計 画 （ 同 条 第 四 項 第 五 号 に 規 定 す る 地 方

活 力 向 上 地 域 等 特 定 業 務 施 設 整 備 事 業

に 関 す る 事 項 が 記 載 さ れ た も の に 限

る 。 ） が 公 示 さ れ た 日 （ 地 域 再 生 法 の 一

部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 二 十 七 年 法 律 第

四 十 九 号 ） の 施 行 の 日 以 後 最 初 に 公 示 さ

れ た 日 に 限 る 。 以 下 こ の 条 に お い て 「 公

示 日 」 と い う 。 ） か ら 令 和 八 年 三 月 三 十

一 日 ま で の 間 に 、 法 第 十 七 条 の 二 第 三 項

の 規 定 に 基 づ き 、 同 条 第 一 項 に 規 定 す る

地 方 活 力 向 上 地 域 等 特 定 業 務 施 設 整 備

計 画 の 認 定 を 受 け た 認 定 事 業 者 （ 同 条 第

一 項 第 一 号 に 掲 げ る 事 業 を 実 施 す る 者

に 限 る 。 ） で あ っ て 、 当 該 認 定 を 受 け た

日 か ら 同 日 の 翌 日 以 後 三 年 を 経 過 す る

日 ま で （ 同 日 ま で に 同 条 第 六 項 の 規 定 に

よ り 当 該 認 定 を 取 り 消 さ れ た と き は 、 そ

の 取 り 消 さ れ た 日 の 前 日 ま で ） の 間 に 、

特 定 業 務 施 設 及 び 特 定 業 務 児 童 福 祉 施

設 （ 法 第 五 条 第 四 項 第 五 号 に 規 定 す る 特

定 業 務 児 童 福 祉 施 設 を い う 。 ） の う ち 当

該 特 定 業 務 施 設 の 新 設 に 併 せ て 整 備 さ

れ る も の の 用 に 供 す る 減 価 償 却 資 産 （ 所

得 税 法 施 行 令 （ 昭 和 四 十 年 政 令 第 九 十 六

号 ） 第 六 条 第 一 号 か ら 第 七 号 ま で 又 は 法

人 税 法 施 行 令 （ 昭 和 四 十 年 政 令 第 九 十 七

号 ） 第 十 三 条 第 一 号 か ら 第 七 号 ま で に 掲

げ る も の に 限 る 。 ） で 取 得 価 額 の 合 計 額

が 三 千 八 百 万 円 （ 租 税 特 別 措 置 法 （ 昭 和

三 十 二 年 法 律 第 二 十 六 号 ） 第 十 条 第 八 項

第 六 号 に 規 定 す る 中 小 事 業 者 、 同 法 第 四

十 二 条 の 四 第 十 九 項 第 七 号 に 規 定 す る

中 小 企 業 者 及 び 法 人 税 法 （ 昭 和 四 十 年 法

律 第 三 十 四 号 ） 第 六 十 六 条 第 六 項 に 規 定

す る 中 小 通 算 法 人 に あ っ て は 千 九 百 万

円 ） 以 上 の も の （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 特

別 償 却 設 備 」 と い う 。 ） を 新 設 し 、 又 は

一  事 業 税  法 第 五 条 第 一 項 の 地 域 再 生

計 画 （ 同 条 第 四 項 第 五 号 に 規 定 す る 地 方

活 力 向 上 地 域 等 特 定 業 務 施 設 整 備 事 業

に 関 す る 事 項 が 記 載 さ れ た も の に 限

る 。 ） が 公 示 さ れ た 日 （ 地 域 再 生 法 の 一

部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 二 十 七 年 法 律 第

四 十 九 号 ） の 施 行 の 日 以 後 最 初 に 公 示 さ

れ た 日 に 限 る 。 以 下 こ の 条 に お い て 「 公

示 日 」 と い う 。 ） か ら 令 和 六 年 三 月 三 十

一 日 ま で の 間 に 、 法 第 十 七 条 の 二 第 三 項

の 規 定 に 基 づ き 、 同 条 第 一 項 に 規 定 す る

地 方 活 力 向 上 地 域 等 特 定 業 務 施 設 整 備

計 画 の 認 定 を 受 け た 認 定 事 業 者 （ 同 条 第

一 項 第 一 号 に 掲 げ る 事 業 を 実 施 す る 者

に 限 る 。 ） で あ っ て 、 当 該 認 定 を 受 け た

日 か ら 同 日 の 翌 日 以 後 三 年 を 経 過 す る

日 ま で （ 同 日 ま で に 同 条 第 六 項 の 規 定 に

よ り 当 該 認 定 を 取 り 消 さ れ た と き は 、 そ

の 取 り 消 さ れ た 日 の 前 日 ま で ） の 間 に 、

特 定 業 務 施 設 の 用 に 供 す る 減 価 償 却 資

産 （ 所 得 税 法 施 行 令 （ 昭 和 四 十 年 政 令 第

九 十 六 号 ） 第 六 条 第 一 号 か ら 第 七 号 ま で

又 は 法 人 税 法 施 行 令 （ 昭 和 四 十 年 政 令 第

九 十 七 号 ） 第 十 三 条 第 一 号 か ら 第 七 号 ま

で に 掲 げ る も の に 限 る 。 ） で 取 得 価 額 の

合 計 額 が 三 千 八 百 万 円 （ 租 税 特 別 措 置 法

（ 昭 和 三 十 二 年 法 律 第 二 十 六 号 ） 第 十 条

第 八 項 第 六 号 に 規 定 す る 中 小 事 業 者 、 同

法 第 四 十 二 条 の 四 第 十 九 項 第 七 号 に 規

定 す る 中 小 企 業 者 及 び 法 人 税 法 （ 昭 和 四

十 年 法 律 第 三 十 四 号 ） 第 六 十 六 条 第 六 項

に 規 定 す る 中 小 通 算 法 人 に あ っ て は 千

九 百 万 円 ） 以 上 の も の （ 以 下 こ の 条 に お

い て 「 特 別 償 却 設 備 」 と い う 。 ） を 新 設

し 、 又 は 増 設 し た 者 （ 以 下 こ の 条 に お い

て 「 特 別 償 却 設 備 設 置 者 」 と い う 。 ） に

つ い て 、 当 該 特 別 償 却 設 備 を 事 業 の 用 に

供 し た 日 の 属 す る 年 又 は 事 業 年 度 以 後
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増 設 し た 者 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 特 別

償 却 設 備 設 置 者 」 と い う 。 ） に つ い て 、

当 該 特 別 償 却 設 備 を 事 業 の 用 に 供 し た

日 の 属 す る 年 又 は 事 業 年 度 以 後 三 年 内

の 各 年 又 は 各 事 業 年 度 の 事 業 税 の 課 税

標 準 額 と な る 所 得 金 額 の う ち 当 該 特 別

償 却 設 備 に 係 る も の と し て 規 則 で 定 め

る と こ ろ に よ り 計 算 し た 額 に 対 し て 課

す る 事 業 税 の 税 率 は 、 三 重 県 県 税 条 例

（ 昭 和 二 十 五 年 三 重 県 条 例 第 三 十 七 号 。

以 下 こ の 条 に お い て 「 県 税 条 例 」 と い

う 。 ） 第 四 十 三 条 又 は 第 四 十 八 条 の 四 の

規 定 に か か わ ら ず 、 次 に 掲 げ る 年 度 の 区

分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 次 に 定 め る 税 率 と す

る 。  
三 年 内 の 各 年 又 は 各 事 業 年 度 の 事 業 税

の 課 税 標 準 額 と な る 所 得 金 額 の う ち 当

該 特 別 償 却 設 備 に 係 る も の と し て 規 則

で 定 め る と こ ろ に よ り 計 算 し た 額 に 対

し て 課 す る 事 業 税 の 税 率 は 、 三 重 県 県 税

条 例 （ 昭 和 二 十 五 年 三 重 県 条 例 第 三 十 七

号 。 以 下 こ の 条 に お い て 「 県 税 条 例 」 と

い う 。 ） 第 四 十 三 条 又 は 第 四 十 八 条 の 四

の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 に 掲 げ る 年 度 の

区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 次 に 定 め る 税 率 と

す る 。  

イ ～ ハ  （ 略 ）  イ ～ ハ  （ 略 ）  

二 ・ 三  （ 略 ）  二 ・ 三  （ 略 ）  

附  則  

（ 施 行 期 日 等 ）  

１  こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

２  こ の 条 例 （ 第 二 条 第 一 号 の 改 正 規 定 （ 「 令 和 六 年 三 月 三 十 一 日 」 を 「 令 和 八 年 三 月 三

十 一 日 」 に 改 め る 部 分 に 限 る 。 ） に 限 る 。 ） に よ る 改 正 後 の 三 重 県 地 方 活 力 向 上 地 域 に

お け る 県 税 の 特 例 措 置 に 関 す る 条 例 の 規 定 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 以 後 に 新 設 さ れ 、 又 は

増 設 さ れ た 設 備 に つ い て 適 用 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

３  こ の 条 例 （ 前 項 に 規 定 す る 改 正 規 定 を 除 く 。 ） に よ る 改 正 後 の 三 重 県 地 方 活 力 向 上 地

域 に お け る 県 税 の 特 例 措 置 に 関 す る 条 例 の 規 定 は 、 令 和 六 年 四 月 十 九 日 以 後 に 新 設 さ れ 、

又 は 増 設 さ れ た 設 備 に つ い て 適 用 し 、 同 日 前 に 新 設 さ れ 、 又 は 増 設 さ れ た 設 備 に つ い て

は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  
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 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 以 外 の 認 定 こ ど も 園 の 認 定 要 件 等 に 関 す る 条 例

の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。  

  令 和 六 年 六 月 二 十 八 日  

三 重 県 知 事   一  見  勝  之    

三 重 県 条 例 第 三 十 六 号  

   幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 以 外 の 認 定 こ ど も 園 の 認 定 要 件 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改

正 す る 条 例  

幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 以 外 の 認 定 こ ど も 園 の 認 定 要 件 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 八 年 三

重 県 条 例 第 六 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 認 定 こ ど も 園 の 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に

関 す る 基 準 ）  
（ 認 定 こ ど も 園 の 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に

関 す る 基 準 ）  

第 三 条  認 定 こ ど も 園 の 施 設 の 設 備 及 び 運

営 に 関 す る 基 準 は 、 次 の と お り と す る 。  

第 三 条  認 定 こ ど も 園 の 施 設 の 設 備 及 び 運

営 に 関 す る 基 準 は 、 次 の と お り と す る 。  

一  職 員 配 置  一  職 員 配 置  

イ  認 定 こ ど も 園 に は 、 満 一 歳 未 満 の 子

ど も お お む ね 三 人 に つ き 一 人 以 上 、 満

一 歳 以 上 満 三 歳 未 満 の 子 ど も お お む

ね 六 人 に つ き 一 人 以 上 、 満 三 歳 以 上 満

四 歳 未 満 の 子 ど も お お む ね 十 五 人 に

つ き 一 人 以 上 、 満 四 歳 以 上 の 子 ど も お

お む ね 二 十 五 人 に つ き 一 人 以 上 の 教

育 及 び 保 育 に 従 事 す る 者 を 置 か な け

れ ば な ら な い 。 た だ し 、 常 時 二 人 を 下

回 っ て は な ら な い 。  

イ  認 定 こ ど も 園 に は 、 満 一 歳 未 満 の 子

ど も お お む ね 三 人 に つ き 一 人 以 上 、 満

一 歳 以 上 満 三 歳 未 満 の 子 ど も お お む

ね 六 人 に つ き 一 人 以 上 、 満 三 歳 以 上 満

四 歳 未 満 の 子 ど も お お む ね 二 十 人 に

つ き 一 人 以 上 、 満 四 歳 以 上 の 子 ど も お

お む ね 三 十 人 に つ き 一 人 以 上 の 教 育

及 び 保 育 に 従 事 す る 者 を 置 か な け れ

ば な ら な い 。 た だ し 、 常 時 二 人 を 下 回

っ て は な ら な い 。  

ロ  （ 略 ）  ロ  （ 略 ）  

二 ～ 七  （ 略 ）  二 ～ 七  （ 略 ）  

   附  則  

１  こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

２  子 ど も に 対 す る 教 育 及 び 保 育 に 従 事 す る 者 の 配 置 の 状 況 に 鑑 み 、 教 育 及 び 保 育 の 提 供

に 支 障 を 及 ぼ す お そ れ が あ る と き は 、 当 分 の 間 、 こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の 幼 保 連 携 型 認

定 こ ど も 園 以 外 の 認 定 こ ど も 園 の 認 定 要 件 等 に 関 す る 条 例 第 三 条 第 一 号 イ の 規 定 は 、 適

用 し な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 こ の 条 例 に よ る 改 正 前 の 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 以 外 の

認 定 こ ど も 園 の 認 定 要 件 等 に 関 す る 条 例 第 三 条 第 一 号 イ の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日

以 後 に お い て も 、 な お そ の 効 力 を 有 す る 。  
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 三 重 県 国 民 健 康 保 険 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。  

  令 和 六 年 六 月 二 十 八 日  

三 重 県 知 事   一  見  勝  之    

三 重 県 条 例 第 三 十 七 号  

   三 重 県 国 民 健 康 保 険 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 

 三 重 県 国 民 健 康 保 険 条 例 （ 平 成 二 十 九 年 三 重 県 条 例 第 五 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。  

 次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 医 療 費 指 数 反 映 係 数 ）  

第 七 条  医 療 費 指 数 反 映 係 数 は 、 零 と す る 。 

（ 医 療 費 指 数 反 映 係 数 ）  

第 七 条  医 療 費 指 数 反 映 係 数 は 、 零 か ら 一 ま

で の 範 囲 内 に お い て 知 事 が 定 め る 数 と す

る 。  

２  知 事 は 、 医 療 費 指 数 反 映 係 数 を 定 め る に

当 た っ て は 、 各 市 町 に お け る 保 険 料 の 急 激

な 増 加 が 抑 制 さ れ る よ う 配 慮 す る も の と

す る 。  

（ 年 齢 調 整 後 医 療 費 指 数 ）  

第 八 条  削 除  第 八 条  年 齢 調 整 後 医 療 費 指 数 は 、 各 市        

町 に つ き 、 当 該 市 町 に 係 る 算 定 政 令 附 則 第

四 条 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 算 定 政

令 第 九 条 第 四 項 第 三 号 に 掲 げ る 値 と す る 。 

 ２  算 定 政 令 附 則 第 四 条 の 規 定 に よ り 読 み

替 え ら れ た 算 定 政 令 第 九 条 第 四 項 第 三 号

イ の 規 定 に よ り 条 例 で 定 め る 区 域 内 市 町

村 群 に お い て 共 同 し て 負 担 す る 部 分 は 、 一

般 被 保 険 者 に 係 る 療 養 の 給 付 に 要 し た 費

用 の 額 、 入 院 時 食 事 療 養 費 、 入 院 時 生 活 療

養 費 、 保 険 外 併 用 医 療 費 、 療 養 費 、 訪 問 看

護 療 養 費 若 し く は 特 別 療 養 費 の 支 給 に つ

い て の 療 養 に つ き 算 定 し た 費 用 の 額 又 は

移 送 費 の 支 給 に 要 し た 費 用 の 額 の う ち 、 当

該 年 度 の 前 年 度 の 一 月 一 日 か ら 当 該 年 度

の 十 二 月 三 十 一 日 ま で の 間 に お い て 当 該

一 般 被 保 険 者 が 同 一 の 月 に そ れ ぞ れ 一 の

病 院 等 に つ い て 受 け た 療 養 に 係 る 費 用 の

額 （ 当 該 療 養 （ 施 行 令 第 二 十 九 条 の 二 第 一

令和6年6月28日 三　重　県　公　報 号　　外
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項 第 二 号 に 規 定 す る 特 定 給 付 対 象 療 養 を

除 く 。 ） に つ き 法 第 五 十 六 条 第 一 項 に 規 定

す る 法 令 に よ る 給 付 が 行 わ れ た 時 は 、 そ の

給 付 額 を 控 除 し た 額 ） が 八 十 万 円 を 超 え る

も の の 八 十 万 円 を 超 え る 部 分 と す る 。  

（ 一 般 納 付 金 所 得 係 数 ）  （ 一 般 納 付 金 所 得 係 数 ）  

第 九 条  一 般 納 付 金 所 得 係 数 は 、 県 に 係 る 第

一 号 に 掲 げ る 額 を 第 二 号 に 掲 げ る 額 で 除

し て 得 た 数 を 基 準 と し て 知 事 が 定 め る 数

と す る 。  

第 九 条  一 般 納 付 金 所 得 係 数 は 、 県 に 係 る 第

一 号 に 掲 げ る 額 を 第 二 号 に 掲 げ る 額 で 除

し て 得 た 数 を 基 準 と し て 知 事 が 定 め る 数

と す る 。  

一  算 定 政 令 第 九 条 第 五 項 第 一 号 に 掲 げ

る 額  

 

二  算 定 政 令 第 九 条 第 五 項 第 二 号 に 掲 げ

る 額  

 

 （ 一 般 納 付 金 所 得 等 割 合 ）  

第 十 条  一 般 納 付 金 所 得 等 割 合 は 、 各 市 町 に

つ き 、 当 該 市 町 に 係 る 算 定 政 令 第 九 条 第 六

項 第 一 号 に 掲 げ る 数 と す る 。  

一  算 定 政 令 附 則 第 四 条 の 規 定 に よ り 読

み 替 え ら れ た 算 定 政 令 第 九 条 第 五 項 第

一 号 に 掲 げ る 額  

二  算 定 政 令 附 則 第 四 条 の 規 定 に よ り 読

み 替 え ら れ た 算 定 政 令 第 九 条 第 五 項 第

二 号 に 掲 げ る 額  

 （ 一 般 納 付 金 所 得 等 割 合 ）  

第 十 条  一 般 納 付 金 所 得 等 割 合 は 、 各 市 町 に

つ き 、 当 該 市 町 に 係 る 算 定 政 令 附 則 第 四 条

の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 算 定 政 令 第

九 条 第 六 項 第 一 号 に 掲 げ る 数 と す る 。  

（ 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 納 付 金 所 得 係 数 ）  （ 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 納 付 金 所 得 係 数 ）  

第 十 三 条  後 期 高 齢 者 支 援 金 等 納 付 金 所 得

係 数 は 、 県 に 係 る 第 一 号 に 掲 げ る 額 を 第 二

号 に 掲 げ る 額 で 除 し て 得 た 数 を 基 準 と し

て 知 事 が 定 め る 数 と す る 。  

第 十 三 条  後 期 高 齢 者 支 援 金 等 納 付 金 所 得

係 数 は 、 県 に 係 る 第 一 号 に 掲 げ る 額 を 第 二

号 に 掲 げ る 額 で 除 し て 得 た 数 を 基 準 と し

て 知 事 が 定 め る 数 と す る 。  

一  算 定 政 令 第 十 条 第 三 項 第 一 号 に 掲 げ

る 額  

一  算 定 政 令 附 則 第 四 条 の 規 定 に よ り 読

み 替 え ら れ た 算 定 政 令 第 十 条 第 三 項 第

一 号 に 掲 げ る 額  

二  算 定 政 令 第 十 条 第 三 項 第 二 号 に 掲 げ

る 額  

二  算 定 政 令 附 則 第 四 条 の 規 定 に よ り 読

み 替 え ら れ た 算 定 政 令 第 十 条 第 三 項 第

二 号 に 掲 げ る 額  

（ 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 納 付 金 所 得 等 割 合 ） （ 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 納 付 金 所 得 等 割 合 ） 

第 十 四 条  後 期 高 齢 者 支 援 金 等 納 付 金 所 得

等 割 合 は 、 各 市 町 に つ き 、 当 該 市 町 に 係 る

算 定 政 令 第 十 条 第 四 項 第 一 号 に 掲 げ る 数

と す る 。  

第 十 四 条  後 期 高 齢 者 支 援 金 等 納 付 金 所 得

等 割 合 は 、 各 市 町 に つ き 、 当 該 市 町 に 係 る

算 定 政 令 附 則 第 四 条 の 規 定 に よ り 読 み 替

え ら れ た 算 定 政 令 第 十 条 第 四 項 第 一 号 に

掲 げ る 数 と す る 。  

   附  則  

 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

令和6年6月28日 三　重　県　公　報 号　　外
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 三 重 県 漁 港 管 理 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。  

  令 和 六 年 六 月 二 十 八 日  

三 重 県 知 事   一  見  勝  之    

三 重 県 条 例 第 三 十 八 号 議 案 第 九 十 九 号  

三 重 県 漁 港 管 理 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

三 重 県 漁 港 管 理 条 例 （ 昭 和 三 十 八 年 三 重 県 条 例 第 六 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。  

 次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 趣 旨 ）  （ 趣 旨 ）  

第 一 条  こ の 条 例 は 、 漁 港 及 び 漁 場 の 整 備 等

に 関 す る 法 律 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 百 三 十

七 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 二 十 六 条 の

規 定 に 基 づ き 、 県 が 管 理 す る 漁 港 （ 以 下 「 漁

港 」 と い う 。 ） の 維 持 管 理 に つ い て 、 必 要

な 事 項 を 定 め る も の と す る 。  

第 一 条  こ の 条 例 は 、 漁 港 漁 場 整 備 法 （ 昭 和

二 十 五 年 法 律 第 百 三 十 七 号 。 以 下 「 法 」 と

い う 。 ） 第 二 十 六 条 の 規 定 に 基 づ き 、 県 が

管 理 す る 漁 港 （ 以 下 「 漁 港 」 と い う 。 ） の

維 持 管 理 に つ い て 、 必 要 な 事 項 を 定 め る も

の と す る 。  

（ 土 砂 採 取 料 等 ）  （ 土 砂 採 取 料 等 ）  

第 十 四 条 の 二  漁 港 の 区 域 内 の 水 域 及 び 公

共 空 地 に つ い て 法 第 三 十 九 条 第 一 項 の 規

定 に よ る 土 砂 の 採 取 若 し く は 占 用 の 許 可

を 受 け た 者 又 は 法 第 四 十 三 条 第 四 項 に 規

定 す る 認 定 計 画 実 施 者 （ 法 第 四 十 四 条 第 一

項 に 規 定 す る 認 定 計 画 に お い て 法 第 四 十

二 条 第 二 項 第 二 号 及 び 第 三 号 に 掲 げ る 事

項 （ 水 面 又 は 土 地 の 占 用 に 係 る も の に 限

る 。 ） 又 は 法 第 五 十 条 第 一 項 各 号 に 掲 げ る

事 項 を 定 め た 者 に 限 る 。 ） か ら は 、 別 表 第

二 に 掲 げ る 土 砂 採 取 料 又 は 占 用 料 （ 以 下

「 土 砂 採 取 料 等 」 と い う 。 ） を 徴 収 す る 。

た だ し 、 法 第 三 十 九 条 第 四 項 に 規 定 す る 者

に つ い て は 、 こ の 限 り で な い 。  

第 十 四 条 の 二  漁 港 の 区 域 内 の 水 域 及 び 公

共 空 地 に つ い て 法 第 三 十 九 条 第 一 項 の 規

定 に よ る 土 砂 の 採 取 又 は 水 面 若 し く は 土

地 の 占 用 の 許 可 を 受 け た 者 （ 以 下 「 採 取 者

等 」 と い う 。 ） か ら は 、 別 表 第 二 に 掲 げ る

土 砂 採 取 料 又 は 占 用 料 （ 以 下 「 土 砂 採 取 料

等 」 と い う 。 ） を 徴 収 す る 。 た だ し 、 同 条

第 四 項 に 規 定 す る 者 に つ い て は 、 こ の 限 り

で な い 。  

２  （ 略 ）  ２  （ 略 ）  

附  則  

 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

令和6年6月28日 三　重　県　公　報 号　　外
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 公 立 学 校 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し

ま す 。  

  令 和 六 年 六 月 二 十 八 日  

三 重 県 知 事   一  見  勝  之    

三 重 県 条 例 第 三 十 九 号 議 案 第 百 号  

公 立 学 校 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

公 立 学 校 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 年 三 重 県 条 例 第 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る 。  

 次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 特 殊 勤 務 手 当 ）  （ 特 殊 勤 務 手 当 ）  

第 十 七 条  （ 略 ）  第 十 七 条  （ 略 ）  

２  前 項 の 手 当 の 区 分 は 、 次 の と お り と す

る 。  

２  前 項 の 手 当 の 区 分 は 、 次 の と お り と す

る 。  

一 ～ 十  （ 略 ）  一 ～ 十  （ 略 ）  

十 一  災 害 応 急 作 業 等 手 当  異 常 な 自 然

現 象 に よ り 重 大 な 災 害 が 発 生 し 、 又 は 発

生 す る お そ れ が あ る 場 合 に お い て 、 災 害

対 策 基 本 法 （ 昭 和 三 十 六 年 法 律 第 二 百 二

十 三 号 ） 第 二 十 三 条 第 一 項 又 は 第 二 十 三

条 の 二 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 災 害 対 策

本 部 が 設 置 さ れ た 地 方 公 共 団 体 の 区 域

に 派 遣 さ れ 、 関 係 行 政 機 関 等 と の 災 害 応

急 対 策 に 係 る 連 絡 調 整 の 作 業 又 は こ れ

に 相 当 す る 作 業 に 従 事 す る 職 員 に 対 し

て 支 給 す る 手 当 を い う 。  

 

３  （ 略 ）  ３  （ 略 ）  

別 表 第 五 （ 第 十 七 条 関 係 ）  別 表 第 五 （ 第 十 七 条 関 係 ）  

特 殊 勤 務 手 当 支 給 限 度 額 表  特 殊 勤 務 手 当 支 給 限 度 額 表  

 区 分  手 当 の 限 度 額    区 分  手 当 の 限 度 額   

 一 ～ 十  （ 略 ）   （ 略 ）    一 ～ 十  （ 略 ）  （ 略 ）   

 十 一  災 害 応 急 作 業

等 手 当  

一 日 に つ き  千 六

百 二 十 円  

     

  

附  則  

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 し 、 令 和 六 年 一 月 一 日 か ら 適 用 す る 。  

令和6年6月28日 三　重　県　公　報 号　　外
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 三 重 県 病 院 事 業 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。  

  令 和 六 年 六 月 二 十 八 日  

三 重 県 知 事   一  見  勝  之    

三 重 県 条 例 第 四 十 号 議 案 第 百 一 号  

三 重 県 病 院 事 業 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 

 （ 三 重 県 病 院 事 業 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 一 条  三 重 県 病 院 事 業 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 三 重 県 条 例 第 六 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 議 会 の 同 意 を 要 す る 職 員 の 賠 償 責 任 の

免 除 ）  
（ 議 会 の 同 意 を 要 す る 職 員 の 賠 償 責 任 の

免 除 ）  

第 十 六 条  法 第 三 十 四 条 に お い て 準 用 す る

地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七

号 ） 第 二 百 四 十 三 条 の 二 の 八 第 八 項 の 規 定

に よ り 病 院 事 業 の 業 務 に 従 事 す る 職 員 の

賠 償 責 任 の 免 除 に つ い て 議 会 の 同 意 を 得

な け れ ば な ら な い 場 合 は 、 当 該 賠 償 責 任 に

係 る 賠 償 額 が 五 十 万 円 以 上 で あ る 場 合 と

す る 。  

第 十 六 条  法 第 三 十 四 条 に お い て 準 用 す る

地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七

号 ） 第 二 百 四 十 三 条 の 二 の 二 第 八 項 の 規 定

に よ り 病 院 事 業 の 業 務 に 従 事 す る 職 員 の

賠 償 責 任 の 免 除 に つ い て 議 会 の 同 意 を 得

な け れ ば な ら な い 場 合 は 、 当 該 賠 償 責 任 に

係 る 賠 償 額 が 五 十 万 円 以 上 で あ る 場 合 と

す る 。  

 （ 三 重 県 公 営 企 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 二 条  三 重 県 公 営 企 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 三 重 県 条 例 第 六 十 一 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 管 理 者 及 び 組 織 ）  （ 管 理 者 及 び 組 織 ）  

第 五 条  地 方 公 営 企 業 法 （ 昭 和 二 十 七 年 法 律

第 二 百 九 十 二 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第

七 条 た だ し 書 の 規 定 に 基 づ き 、 公 営 企 業 に

管 理 者 一 人 を 置 く 。 管 理 者 の 職 名 は 、 企 業

庁 長 と す る 。  

第 五 条  法 第 七 条 た だ し 書 の 規 定 に 基 づ き 、

公 営 企 業 に 管 理 者 一 人 を 置 く 。 管 理 者 の 職

名 は 、 企 業 庁 長 と す る 。  

２  （ 略 ）  ２  （ 略 ）  

（ 議 会 の 同 意 を 要 す る 職 員 の 賠 償 責 任 の

免 除 ）  

（ 議 会 の 同 意 を 要 す る 職 員 の 賠 償 責 任 の

免 除 ）  

第 七 条  法 第 三 十 四 条 に お い て 準 用 す る 地

方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 

第 七 条  法 第 三 十 四 条 に お い て 準 用 す る 地

方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 
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第 二 百 四 十 三 条 の 二 の 八 第 八 項 の 規 定 に

よ り 公 営 企 業 の 業 務 に 従 事 す る 職 員 の 賠

償 責 任 の 免 除 に つ い て 議 会 の 同 意 を 得 な

け れ ば な ら な い 場 合 は 、 当 該 賠 償 責 任 に 係

る 賠 償 額 が 五 十 万 円 以 上 で あ る 場 合 と す

る 。  

第 二 百 四 十 三 条 の 二 の 二 第 八 項 の 規 定 に

よ り 公 営 企 業 の 業 務 に 従 事 す る 職 員 の 賠

償 責 任 の 免 除 に つ い て 議 会 の 同 意 を 得 な

け れ ば な ら な い 場 合 は 、 当 該 賠 償 責 任 に 係

る 賠 償 額 が 五 十 万 円 以 上 で あ る 場 合 と す

る 。  

 （ 三 重 県 流 域 下 水 道 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 三 条  三 重 県 流 域 下 水 道 条 例 （ 令 和 元 年 三 重 県 条 例 第 二 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 議 会 の 同 意 を 要 す る 職 員 の 賠 償 責 任 の

免 除 ）  
（ 議 会 の 同 意 を 要 す る 職 員 の 賠 償 責 任 の

免 除 ）  

第 六 条  法 第 三 十 四 条 に お い て 準 用 す る 地

方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 。

以 下 「 自 治 法 」 と い う 。 ） 第 二 百 四 十 三 条

の 二 の 八 第 八 項 の 規 定 に よ り 流 域 下 水 道

事 業 の 業 務 に 従 事 す る 職 員 の 賠 償 責 任 の

免 除 に つ い て 議 会 の 同 意 を 得 な け れ ば な

ら な い 場 合 は 、 当 該 賠 償 責 任 に 係 る 賠 償 額

が 五 十 万 円 以 上 で あ る 場 合 と す る 。  

第 六 条  法 第 三 十 四 条 に お い て 準 用 す る 地

方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 。

以 下 「 自 治 法 」 と い う 。 ） 第 二 百 四 十 三 条

の 二 の 二 第 八 項 の 規 定 に よ り 流 域 下 水 道

事 業 の 業 務 に 従 事 す る 職 員 の 賠 償 責 任 の

免 除 に つ い て 議 会 の 同 意 を 得 な け れ ば な

ら な い 場 合 は 、 当 該 賠 償 責 任 に 係 る 賠 償 額

が 五 十 万 円 以 上 で あ る 場 合 と す る 。  

   附  則  

 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  
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規 則 

 

三 重 県 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 し

ま す 。  

令 和 六 年 六 月 二 十 八 日  

                        三  重  県  知  事   一   見   勝   之    

三 重 県 規 則 第 五 十 一 号  

三 重 県 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則  

三 重 県 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 二 十 五 年 三 重 県 規 則 第 二 十 四 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。  

改   正   後   改   正   前  

（ 職 員 ）  （ 職 員 ）  

第 三 十 条  条 例 第 四 十 五 条 第 二 項 の 保 育 所 の 職 員 の 員 数

に 関 し 必 要 な 基 準 は 、 保 育 士 の 数 に つ い て 、 乳 児 お お

む ね 三 人 に つ き 一 人 以 上 、 満 一 歳 以 上 満 三 歳 に 満 た な

い 幼 児 お お む ね 六 人 に つ き 一 人 以 上 、 満 三 歳 以 上 満 四

歳 に 満 た な い 幼 児 お お む ね 十 五 人 に つ き 一 人 以 上 、 満

四 歳 以 上 の 幼 児 お お む ね 二 十 五 人 に つ き 一 人 以 上 と

す る こ と と す る 。 た だ し 、 一 の 保 育 所 に つ き 二 人 を 下

回 る こ と は で き な い こ と と す る 。  

第 三 十 条  条 例 第 四 十 五 条 第 二 項 の 保 育 所 の 職 員 の 員 数

に 関 し 必 要 な 基 準 は 、 保 育 士 の 数 に つ い て 、 乳 児 お お

む ね 三 人 に つ き 一 人 以 上 、 満 一 歳 以 上 満 三 歳 に 満 た な

い 幼 児 お お む ね 六 人 に つ き 一 人 以 上 、 満 三 歳 以 上 満 四

歳 に 満 た な い 幼 児 お お む ね 二 十 人 に つ き 一 人 以 上 、 満

四 歳 以 上 の 幼 児 お お む ね 三 十 人 に つ き 一 人 以 上 と す

る こ と と す る 。 た だ し 、 一 の 保 育 所 に つ き 二 人 を 下 回

る こ と は で き な い こ と と す る 。  

附  則  

１  こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

２  保 育 士 及 び 保 育 従 事 者 の 配 置 の 状 況 に 鑑 み 、 保 育 の 提 供 に 支 障 を 及 ぼ す お そ れ が あ る と き は 、 当 分 の 間 、 こ

の 規 則 に よ る 改 正 後 の 第 三 十 条 の 規 定 は 、 適 用 し な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 こ の 規 則 に よ る 改 正 前 の 第 三 十 条

の 規 定 は 、 こ の 規 則 の 施 行 の 日 以 後 に お い て も 、 な お そ の 効 力 を 有 す る 。  

 

幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 の 学 級 の 編 制 、 職 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正

す る 規 則 を こ こ に 公 布 し ま す 。  

令 和 六 年 六 月 二 十 八 日  

                        三  重  県  知  事   一   見   勝   之    

三 重 県 規 則 第 五 十 二 号  

幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 の 学 級 の 編 制 、 職 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を

改 正 す る 規 則  

幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 の 学 級 の 編 制 、 職 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 二 十 六

年 三 重 県 規 則 第 七 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 職 員 の 数 ）  （ 職 員 の 数 ）  

第 三 条  条 例 第 十 三 条 第 三 項 の 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園

に 置 く 園 児 の 教 育 及 び 保 育 （ 満 三 歳 未 満 の 園 児 に つ い

て は 、 そ の 保 育 。 以 下 同 じ 。 ） に 直 接 従 事 す る 職 員 の

数 は 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 園 児 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ

ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 員 数 以 上 と す る 。 た だ し 、 当

該 職 員 の 数 は 、 常 時 二 人 を 下 っ て は な ら な い 。  

第 三 条  条 例 第 十 三 条 第 三 項 の 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園

に 置 く 園 児 の 教 育 及 び 保 育 （ 満 三 歳 未 満 の 園 児 に つ い

て は 、 そ の 保 育 。 以 下 同 じ 。 ） に 直 接 従 事 す る 職 員 の

数 は 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 園 児 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ

ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 員 数 以 上 と す る 。 た だ し 、 当

該 職 員 の 数 は 、 常 時 二 人 を 下 っ て は な ら な い 。  

 園 児 の 区 分  員 数    園 児 の 区 分  員 数   

 一  満 四 歳 以 上 の 園 児  お お む ね 二 十 五 人 に つ き 一   一  満 四 歳 以 上 の 園 児  お お む ね 三 十 人 に つ き 一 人   
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  人       

 二  満 三 歳 以 上 満 四 歳 未 満 の

園 児  

お お む ね 十 五 人 に つ き 一 人    二  満 三 歳 以 上 満 四 歳 未 満 の

園 児  

お お む ね 二 十 人 に つ き 一 人   

 （ 略 ）  （ 略 ）    （ 略 ）  （ 略 ）   

 備 考  （ 略 ）    備 考  （ 略 ）   

  

附  則  

１  こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

２  園 児 の 教 育 及 び 保 育 に 直 接 従 事 す る 職 員 の 配 置 の 状 況 に 鑑 み 、 教 育 及 び 保 育 の 提 供 に 支 障 を 及 ぼ す お そ れ が

あ る と き は 、 当 分 の 間 、 こ の 規 則 に よ る 改 正 後 の 第 三 条 の 規 定 は 、 適 用 し な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 こ の 規 則

に よ る 改 正 前 の 第 三 条 の 規 定 は 、 こ の 規 則 の 施 行 の 日 以 後 に お い て も 、 な お そ の 効 力 を 有 す る 。  

 

 

病院事業庁管理規程 

 

三 重 県 病 院 事 業 庁 事 務 決 裁 及 び 委 任 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 管 理 規 程 を こ こ に 公 布 し ま す 。  

令 和 六 年 六 月 二 十 八 日  

     三 重 県 病 院 事 業 庁 長   河   合   良   之    

三 重 県 病 院 事 業 庁 管 理 規 程 第 九 号  

三 重 県 病 院 事 業 庁 事 務 決 裁 及 び 委 任 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 管 理 規 程  

三 重 県 病 院 事 業 庁 事 務 決 裁 及 び 委 任 規 程 （ 平 成 十 一 年 三 重 県 病 院 事 業 庁 管 理 規 程 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る 。  

 別 表 第 一 (1
)

一 般 事 務 の 表 第 十 七 号 の 項 第 七 号 中 「 第 243 条の 2 の 2 第 3 項 」 を 「第 243 条の 2 の 8 第 3 項 」 に

改 め 、 同 項 第 八 号 中 「 第 243 条の 2 の 2 第 8 項 」 を 「第 243 条の 2 の 8 第 8 項 」 に 改 め る 。  

附  則  

 こ の 管 理 規 程 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  
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